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 主 論 文 要 旨 No.2     
を行なう． 
本論文は，6 章で構成される．1 章では，研究の背景と現状のコンシューマエレクト
ロニクスの設計プロセスについて述べ，ユーザの感性を考慮した設計の重要性と難しさ
についてまとめる．その上で，本論文で扱う感性設計の 4つの課題を列挙し，これらを
踏まえた上で目的と論文構成を述べる．2章では，ユースケースを考慮した要求分析と
感性目標の設定についての方法を述べ，その方法をカメラのシャッター音質設計に適用
した例を述べる．3章では，感性に関わるニーズなどを含む設計情報を，設計プロセス
を通じて失うことなく引き渡すため，感性に関わる設計情報を，要求定義，機能設計お
よび構造設計間でMDMを用いて管理する方法について述べる．4章では，専門性の異
なるエンジニア間で容易にコミュニケーションがとれるよう，SysML で記述したシス
テムモデルを活用する感性設計について述べる．ここでは，2章から 4章に示したデジ
タル一眼カメラのシャッター音設計と，キーボードのキー入力の感性設計に関するシス
テムモデルを記述し，その有効性を検討する．5章では，多様な顧客に対し，できるだ
け多くの顧客にとって感性価値が高く感性品質の評価が安定する製品を提供するため
に，感性価値に対するユーザ嗜好の多様性を把握し，官能評価のばらつきが少ない設計
パラメータの組み合わせを選定できるフレームワークを提案する．最後に，6章では，
本論文で得られた結論をまとめるとともに，本論文で提案する方法を感性設計に応用す
ることについての今後の展望および期待について述べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
